
【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
環
境
交
通
課　

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
６

新
規
狩
猟
免
許（
猟
銃
）取
得

者
、
新
規
ラ
イ
フ
ル
銃
所
持

許
可
者
、
ラ
イ
フ
ル
銃
射
撃

練
習
者
へ
の
補
助
制
度

対
象

①�

新
た
に
第
１
種
銃
猟
免
許
の
取

得
、
猟
銃
の
所
持
許
可
証
の
交

付
を
受
け
る
人

②�

新
た
に
ラ
イ
フ
ル
銃
の
所
持
許

可
証
の
交
付
を
受
け
る
人

③�

新
潟
県
警
指
定
の
県
外
射
撃
場

で
ラ
イ
フ
ル
射
撃
練
習
を
し
た

人
※�

い
ず
れ
も
市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲

へ
の
協
力
承
諾
が
必
要

補
助
対
象
経
費

①�

②
健
康
診
断
料
、
射
撃
教
習
料
、

ハ
ン
タ
ー
保
険
料

③
交
通
費

※�

補
助
対
象
経
費
は
令
和
２
年
度

中
の
も
の
に
限
る

補
助
金
額

①�

②
合
計
で
１
人
５
４
，０
０
０

円
が
上
限
額

③�

県
外
射
撃
場
ま
で
の
交
通
費
を

補
助

１
往
復
に
つ
き
５
，０
０
０
円
、

１
人
に
つ
き
２
往
復
ま
で
１
０
，

０
０
０
円
が
上
限
額

※�

申
請
件
数
に
よ
り
減
額
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
６
７

�

Ｆ
Ａ
Ｘ 

７
７
３

－

６
７
２
３

障
が
い
者
差
別
解
消
法
を

ご
存
知
で
す
か

　
障
が
い
者
差
別
解
消
法
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く

す
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も

な
い
人
も
、
と
も
に
生
き
る
社
会

を
つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
平
成

２８
年
４
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は

　
障
が
い
者
手
帳
を
持
つ
人
だ
け

で
は
な
く
、
身
体
障
が
い
、
知
的

障
が
い
、
精
神
障
が
い
（
発
達
障

が
い
を
含
む
）、
そ
の
ほ
か
心
身

の
機
能
に
障
が
い
が
あ
り
、
障
が

い
や
社
会
の
中
に
あ
る
障
壁
に

よ
っ
て
日
常
生
活
や
社
会
生
活
に

相
当
な
制
限
を
受
け
て
い
る
人
で

す
。

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁

止
」
と
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

　

障
が
い
者
差
別
解
消
法
で
は

「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
を

禁
止
し
、「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」

を
求
め
て
い
ま
す
。

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
と
は

　
正
当
な
理
由
な
く
障
が
い
が
あ

る
と
い
う
理
由
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し

た
り
、
条
件
を
付
け
る
よ
う
な
行

為
で
す
。

具
体
例

・�「
障
が
い
が
あ
る
」
と
い
う
理

由
だ
け
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

入
れ
て
も
ら
え
な
い
、
ア
パ
ー

ト
を
貸
し
て
も
ら
え
な
い
な
ど

・�

お
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車

い
す
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う

理
由
で
断
ら
れ
た

合
理
的
配
慮
と
は

　
合
理
的
配
慮
は
、
障
が
い
の
あ

る
人
か
ら
「
社
会
の
中
に
あ
る
障

壁
を
取
り
除
く
た
め
に
何
ら
か
の

対
応
を
必
要
と
し
て
い
る
」
と
の

意
思
が
伝
え
ら
れ
た
時
に
、
負
担

が
重
す
ぎ
な
い
範
囲
で
対
応
す
る

配
慮
の
こ
と
で
す
。

具
体
例　

・�

車
い
す
利
用
者
が
、
建
物
の
入

り
口
に
段
差
が
あ
り
進
め
な
い

場
合
、
可
動
式
の
ス
ロ
ー
プ
な

ど
を
使
っ
て
補
助
す
る

・�

意
思
を
伝
え
あ
う
た
め
に
、
絵

や
写
真
な
ど
の
カ
ー
ド
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
を
使
う

※�

福
祉
課
窓
口
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ご

活
用
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　
介
護
保
険
課 

介
護
保
険
係

�

☎
７
７
３

－

６
６
７
５

介
護
保
険
料
の

算
定
・
決
定
通
知
書
の
送
付

介
護
保
険
料
の
算
定

　
保
険
料
は
、
世
帯
状
況
や
市
民

税
の
課
税
状
況
、
平
成
３１
年
１
月

１
日
～
令
和
元
年
１２
月
３１
日
の
公

的
年
金
収
入
額
、
所
得
金
額
か
ら

算
定
し
ま
す
。

　
納
付
方
法
に
は
、
特
別
徴
収
と

普
通
徴
収
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

　
令
和
元
年
度
の
保
険
料
を
年
金

天
引
き
で
納
め
て
い
た
人
や
、
４

月
か
ら
年
金
天
引
き
が
始
ま
る
人

が
対
象
で
す
。
特
別
徴
収
に
は
仮

徴
収
と
本
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

仮
徴
収
（
４
月
・
６
月
・
８
月
分
）

　

前
年
度
の
保
険
料
を
も
と
に
、

仮
算
定
し
た
額
で
年
金
か
ら
天
引

き
し
ま
す
。
こ
の
措
置
は
、
納
付

回
数
を
増
や
す
こ
と
に
よ
り
、
１

回
当
た
り
の
納
付
額
を
低
く
抑
え

る
た
め
に
行
い
ま
す
。

本�

徴
収
（
１０
月
・
１２
月
・
令
和
３

年
２
月
分
）

　
令
和
２
年
度
保
険
料
の
決
定
額

か
ら
、
仮
徴
収
の
額
を
差
し
引
い

た
額
を
、
３
回
に
分
け
て
年
金
か

ら
天
引
き
し
ま
す
。

普
通
徴
収�（
納
付
書
・
口
座
振
替
）

　
６５
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
人
や

転
入
し
た
ば
か
り
の
人
、
年
金
受

給
額
が
１８
万
円
未
満
の
人
な
ど
、

年
金
天
引
き
の
要
件
に
当
て
は
ま

ら
な
い
人
が
対
象
で
す
。

　
保
険
料
は
６
月
～
令
和
３
年
３

月
の
１０
回
に
分
け
て
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
４
月
・
５
月
の
納

付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

介
護
保
険
料
の
通
知
書

　
令
和
２
年
度
の
介
護
保
険
料
決

定
通
知
書
は
、
６
月
に
お
送
り
し

ま
す
。

「不当な差別的取り扱い」と
「合理的配慮の提供」

国の行政機
関・地方公
共団体など

民間企業
など

不当な差別
的取扱い 禁止 禁止

合理的配慮 法的義務 努力義務
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